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Abstract Based on the guidelines for responding to 
Highly Pathogenic Avian Influenza (HPAI) on captive 

birds in zoos and others established by the Ministry of 

the Environment, in order to implement anti-epidemic 

measures against HPAI on the Oriental white stork 

(Ciconia boyciana) in captivity at the Hyogo Park of 

the Oriental White Stork, the Manual for the control 

measures against HPAI on captive storks was established. 

In formulating the manual, we established a system to 

implement anti-epidemic measures in cooperation with 

related organizations by establishing the countermeasures 

committee against HPAI on captive storks.
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はじめに

　鳥インフルエンザは，A型インフルエンザウイルスに

よって引き起こされる鳥類の感染症である．A型イン

フルエンザウイルスは，ウイルス表面に存在するヘマ

グルチニンとノイラミニダーゼの種類によりH 1 ～16，

N 1 ～ 9 の144種類の亜型に分けられている．これらのう

ち，鶏（Gallus gallus var. domesticus）に対する病原性

が高い亜型のウイルスによるものが高病原性鳥インフル

エンザに分類されている．これまでのところ，高病原性

鳥インフルエンザ（以下，HPAI）ウイルスとして知ら

れているものはすべてH 5 亜型またはH 7 亜型である．

　兵庫県立コウノトリの郷公園（以下，コウノトリの

郷公園）では，「飼育下コウノトリ高病原性鳥インフル

エンザ防疫マニュアル（以下，防疫マニュアル）」及び

「飼育下コウノトリ高病原性鳥インフルエンザ対策ハン

ドブック（以下，対策ハンドブック）」を定め，高病原

性鳥インフルエンザ対策を実施してきた．しかし，沼田

ら（2016）によって防疫マニュアル及び対策ハンドブッ

クの課題について検討がなされ，防疫マニュアル及び対

策ハンドブックの改訂の必要性が指摘されてきた．この

ため2016年12月，防疫マニュアル及び対策ハンドブッ

クを新たに「飼育下コウノトリ高病原性鳥インフルエ

ンザ対策マニュアル（以下，対策マニュアル）」として

大幅に改訂した（2017年12月に一部改訂）．本報では，

2016－2017年シーズンに国内各地で家禽，野鳥及び飼育

鳥で多発したHPAIに対処するため，コウノトリの郷公

園における対策マニュアルに従い，飼育下コウノトリ

（Ciconia boyciana）のHPAI発生を未然に防ぐために

実施した防疫対策を概説する．

　

国内における2016−2017年の発生状況

　2016－2017年のシーズン中におけるHPAIの発生状況

は次の通りである．家禽におけるHPAI（H 5 N 6 亜型）

が 9 都道府県で12例発生した（高病原性鳥インフルエン

ザ疫学調査チーム 2017）（表 1 ）． また，野鳥における

HPAI（H 5 N 6 亜型）が20都道府県で178例発生（環境

試料を含む）した（高病原性鳥インフルエンザ疫学調査

チーム 2017）（表 2 ）．その他に，飼育鳥におけるHPAI

（H 5 N 6 亜型）が，秋田市大森山動物園（秋田県），
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名古屋市東山動物園（愛知県），京都競馬場（京都府京

都市），昆陽池公園（兵庫県伊丹市）の4か所で発生し

（小松ほか 2017，黒邉ほか 2017，笛吹ほか 2017，徳田 

2017）（表 3 ），うち 3 か所の飼育施設では，飼育鳥の一

部または全部の殺処分が行われた．

　兵庫県及び近隣府県での発生状況は次の通りである．

兵庫県内では，カモ類糞便（小野市，2016年11月14日

採取），キンクロハジロ（Aythya fuligula）（西宮市，同

12月28日回収），ユリカモメ（Larus ridibundus）（西宮

市，2017年 1 月18日回収），コブハクチョウ（Cygnus 

olor）（伊丹市，飼育鳥，2017年 1 月13日～1月23日回

収）からH 5 N 6 亜型ウイルスが検出された．また，近

隣府県では，コガモ（Anas crecca）の糞便（鳥取県鳥

取市，2016年11月15日採取），オナガガモ（A. acuta）

糞便（鳥取市，同11月  6  日採取），ヒドリガモ（A. 

penelope）およびヨシガモ（A. falcata）の糞便（鳥取

市，同11月18日採取），コハクチョウ（C. columbianus）

（鳥取県米子市，同11月20日回収・保護），コブハク

チョウ（京都府京都市，飼育鳥，同12月22日回収）から

H 5 N 6 亜型ウイルスが検出された．

コウノトリの郷公園における防疫対策のしくみ

 1 ．コウノトリの郷公園高病原性鳥インフルエンザ対策

会議

　「兵庫県立コウノトリの郷公園高病原性鳥インフルエ

ンザ対策会議設置要綱」に基づき，的確な発生予防対

策を実施するため，「兵庫県立コウノトリの郷公園高病

原性鳥インフルエンザ対策会議（以下，対策会議）」を

2016年12月に設置した．

　対策会議の構成員は，兵庫県立コウノトリの郷公園及

び兵庫県教育委員会（社会教育課）に加えて，公園の敷

地内にある兵庫県立大学大学院豊岡ジオ・コウノトリ

キャンパス，豊岡市立コウノトリ文化館及びその管理

者である豊岡市（コウノトリ共生課），放鳥拠点を設置

している養父市（環境推進課）及び朝来市（農林振興

野生復帰（2018）6: 39－52

年度 亜型 都道府県

2004 H5N1 京都府，山口県，大分県

2005 H5N2（弱毒タイプ） 茨城県，埼玉県

2007 H5N1 岡山県，宮崎県

2009 H7N6（弱毒タイプ） 愛知県

2010 H5N1 千葉県，愛知県，三重県，奈良県，和歌山県，島根県，大分県，宮崎県，鹿児島県

2014 H5N8 岡山県，山口県，佐賀県，宮崎県

2016 H5N6 北海道，青森県，宮城県，千葉県，新潟県，岐阜県，佐賀県，熊本県，宮崎県

表 1 ．家禽における高病原性鳥インフルエンザの発生状況．

年度 亜型 都道府県 種名

2006 H5N1 熊本県 クマタカ

2010 H5N1 北海道，青森県，福島県，栃木県，愛知県，京都府，
兵庫県，鳥取県，島根県，山口県，徳島県，高知県，
長崎県，大分県，宮崎県，鹿児島県

コハクチョウ，オオハクチョウ，オシドリ，オナガガモ，
ホシハジロ，キンクロハジロ，スズガモ，カモ類（種不
明），カイツブリ，カンムリカイツブリ，アオサギ，ナベ
ヅル，ユリカモメ，オオタカ，フクロウ，ハヤブサ，環境
試料（カモ類糞便）

2014 H5N8 千葉県，岐阜県，鳥取県，島根県，鹿児島県 コハクチョウ，オシドリ，マガモ，マナヅル，ナベヅル，
環境試料（糞便，水）

2016 H5N6 北海道，青森県，岩手県，宮城県，秋田県，福島県，
茨城県，栃木県，東京都，新潟県，石川県，岐阜県，
愛知県，三重県，滋賀県，京都府，兵庫県，鳥取県，
山口県，長崎県，大分県，鹿児島県

ヒシクイ，マガン，コブハクチョウ，コハクチョウ，オオ
ハクチョウ，オシドリ，ヒドリガモ，マガモ，オナガガ
モ，コガモ，ホシハジロ，キンクロハジロ，スズガモ，マ
ナヅル，ナベヅル，オオバン，カンムリカイツブリ，ユリ
カモメ，オオタカ，ノスリ，フクロウ，ハヤブサ，ハシボ
ソガラス，環境試料（糞便，水）

表 2 ．野鳥における高病原性鳥インフルエンザの発生状況．
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課），家禽のHPAI対策を実施している朝来家畜保健衛生

所，野鳥のHPAIに対応している但馬県民局豊岡農林水

産振興事務所，飼育鳥の対策を実施している兵庫県動物

愛護センター但馬支所，野鳥及び飼育鳥の対策を管轄す

る環境省の近畿地方環境事務所，有識者として国立大学

法人鳥取大学とした（表 4 ）．

　国内でのHPAIの発生状況等に応じて，2016年12月15

日から翌年 3 月 9 日までの間に対策会議を 3 回開催し

た．第 1 回対策会議（2016年12月15日）では，「兵庫県

立コウノトリの郷公園高病原性鳥インフルエンザ対策

会議」の設置及び対策マニュアルの策定について協議

した．第 2 回対策会議（2017年12月27日）では，対策段

階 3 （後述）への引き上げについて協議し，第 3 回対策

会議（2017年 3 月 9 日）では，対策段階 2 への引き下げ

について協議した．

 2 ．飼育下コウノトリ高病原性鳥インフルエンザ対策マ

ニュアル

　対策マニュアルでは，国内におけるHPAIの発生状況

に応じて通常段階，対策段階 1 ～ 6 の 7 段階（2017年12

月に対策マニュアルの改訂を行うまでは対応レベル 0 ～

対応レベル 6 と呼称）を定め（表 5 ），各対策段階の実

施要領を細則で定めた．また，必要に応じて実施にあ

たっての作業手順書を作成した．対策マニュアル本文

（2017年12月改訂版）を本稿の最後に示す（別表 1 ，

別表 3 ～ 4 ，細則，および手順書は省略し，別表 2 は

表 5 に示す）．

コウノトリの郷公園における2016−2017年の対応

　コウノトリの郷公園が実施した2016－2017年のHPAI

への対応は次の通りである（表 6 ）．

　鹿児島県出水市において環境試料（ツル類のねぐら

松本令以ほか：コウノトリの高病原性鳥インフルエンザ対策

年度 亜型 施設名 所在地 種名

2010 H5亜型 高岡古城公園動物園 富山県高岡市 コブハクチョウ

2010 H5N1 宇部市常盤公園
（現・ときわ動物園）

山口県宇部市 コクチョウ，キンクロハジロ（野生）

2010 H5N1 状ケ池公園 兵庫県加東市 コブハクチョウ

2017 H5N6 秋田市大森山動物園 秋田県秋田市 コクチョウ，シロフクロウ

2017 H5N6 名古屋市東山動物園 愛知県名古屋市 コクチョウ，シジュウカラガン，マガモ，ヒドリガモ

2017 H5N6 京都競馬場 京都府京都市 コブハクチョウ

2017 H5N6 昆陽池公園 兵庫県伊丹市 コブハクチョウ

表 3 ．飼育鳥における高病原性鳥インフルエンザの発生状況．

構成機関

兵庫県立コウノトリの郷公園

兵庫県立大学豊岡ジオ・コウノトリキャンパス

豊岡市立コウノトリ文化館

環境省近畿地方環境事務所（野生生物課、竹野自然保護官事務所）

国立大学法人 鳥取大学

兵庫県教育委員会（社会教育課）

朝来家畜保健衛生所（防疫課）

但馬県民局豊岡農林水産振興事務所（森林課）

兵庫県動物愛護センター但馬支所

豊岡市（コウノトリ共生課）

養父市（環境推進課）

朝来市（農林振興課）

表 4 ．コウノトリの郷公園高病原性鳥インフルエンザ対策会議の構
成機関．
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底

同
左

獣
医
師

手
洗
い
の
徹
底
，
マ
ス
ク

着
用
の
励
行
，
作
業
服
と

私
服
の
区
別
，
作
業
服
の

持
出
し
禁
止
，
作
業
靴
類

の
靴
底
消
毒
，
飼
育
ケ
ー

ジ
入
出
時
の
手
指
消
毒

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

－
－

・
飼
育
エ
リ
ア
入
口
で
の
車

両
の
車
輪
消
毒

同
左

同
左

同
左

同
左

－
－

・
通
勤
時
の
靴
底
消
毒

同
左

同
左

同
左

同
左

－
－

－
・
入
園
口
で
の
車
両
の
車

輪
消
毒

同
左

同
左

同
左

－
－

－
－

・
飼
育
エ
リ
ア
間
の
往
来

時
の
消
毒
徹
底

同
左

同
左

・
飼
養
施
設
ご
と
に
作
業

用
長
靴
を
履
き
換
え

同
左

同
左

－
－

－
－

－
・
発
生
エ
リ
ア
へ
の
立
入

制
限

同
左

－
－

－
－

－
・
防
護
服
着
用
，消
毒
徹
底

同
左

表
 5 
．（
続
き
）
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一
般
職
員
，
文

化
館
職
員
，
大

学
院
教
職
員
，

大
学
院
生

・
飼
育
エ
リ
ア
内
で
の

応
援
作
業
時
の
一
般
防

疫
対
策
（
手
洗
い
の
徹

底
，
マ
ス
ク
着
用
の
励

行
，
作
業
服
と
私
服
の

区
別
，
作
業
服
の
持
出

し
禁
止
，
作
業
靴
類
の

靴
底
消
毒
，
飼
育
ケ
ー

ジ
入
出
時
の
手
指
消

毒
）
  
 

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

－
－

・
飼
育
エ
リ
ア
入
口
で
の
車

両
の
車
輪
消
毒

同
左

同
左

同
左

同
左

－
－

・
通
勤
時
の
靴
底
消
毒

同
左

同
左

同
左

同
左

－
－

・
飼
育
エ
リ
ア
入
口
で
の
靴

底
消
毒

同
左

同
左

同
左

同
左

－
－

－
・
入
園
口
で
の
車
両
の
車

輪
消
毒

同
左

同
左

同
左

－
－

－
－

・
飼
育
エ
リ
ア
へ
の
立
入

制
限

同
左

同
左

－
－

－
－

－
・
発
生
エ
リ
ア
へ
の
立
入

禁
止

同
左

野
鳥
，
野
生
動

物
・
死
亡
野
鳥
・
異
常
野
鳥

発
見
時
の
報
告

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

－
－

－
・
死
亡
野
鳥
・
異
常
野
鳥

の
観
察
強
化

同
左

同
左

同
左

－
－

－
・
池
・
湿
地
の
水
抜
き

同
左

同
左

同
左

－
－

－
－

・
飼
育
ケ
ー
ジ
周
囲
へ
の

石
灰
散
布

同
左

同
左

表
 5 
．（
続
き
）

野生復帰（2018）6: 39－52

44



飼
育
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
対
策

健
康
確
認

・
健
康
状
態
の
観
察

・
健
康
状
態
の
観
察
強
化

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

個
体
移
動

・
個
体
移
動
時
の
健
康
状

態
の
確
認
 

同
左

同
左

・
飼
育
エ
リ
ア
間
の
個
体

移
動
原
則
中
止

同
左

・
飼
育
エ
リ
ア
内
で
の
個

体
移
動
原
則
中
止

同
左

他
施
設
移
動

・
新
規
入
園
個
体
の
検
疫
   
 
・
新
規
入
園
の
再
検
討

・
新
規
入
園
の
原
則
中
止

同
左

同
左

同
左

同
左

野
鳥
対
策

－
－

－
・
飼
育
ケ
ー
ジ
の
屋
根
の

覆
い
  

同
左

同
左

同
左

－
－

－
・
オ
ー
プ
ン
ケ
ー
ジ
の
飼

育
個
体
の
収
容
*
4

同
左

同
左

同
左

簡
易
検
査

・
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
死

亡
個
体
・
異
常
個
体
の

簡
易
検
査

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

・
一
般
感
染
症
等
の
検
査

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

－
－

－
・
収
容
す
る
個
体
の
簡
易

検
査

同
左

同
左

同
左

－
－

－
－

－
・
発
生
野
鳥
等
と
接
触
が

疑
わ
れ
る
個
体
の
簡
易

検
査

・
同
一
飼
育
ケ
ー

ジ
棟
内
の
個
体

の
簡
易
検
査

治
療

－
－

－
－

－
－

・
確
定
個
体
，
関

連
個
体
の
治
療

－
－

－
－

－
－

・
や
む
を
得
ぬ
場

合
は
殺
処
分
検

討

消
毒
*
5

・
個
体
入
替
え
時
の
ケ
ー

ジ
内
の
消
毒

同
左

同
左

同
左

同
左

・
汚
染
箇
所
，
そ
の
他
園

内
の
消
毒

同
左

表
 5 
．（
続
き
）

*
1  
半
径
10
0k
m
お
よ
び
半
径
30
k
m
の
距
離
は
，
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
管
理
研
究
棟
ま
た
は
保
護
増
殖
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
か
ら
計
測
す
る

*
2  
検
出
お
よ
び
発
生
箇
所
数
は
，
環
境
省
が
設
定
し
た
対
応
レ
ベ
ル
に
準
じ
て
判
断
す
る

*
3  
「
飼
育
エ
リ
ア
」
と
は
，
郷
公
園
飼
育
ゾ
ー
ン
，
公
開
ケ
ー
ジ
，
保
護
増
殖
セ
ン
タ
ー
，
検
疫
棟
周
辺
及
び
放
鳥
拠
点
を
い
う

*
4  
オ
ー
プ
ン
ケ
ー
ジ
と
は
，
公
開
ケ
ー
ジ
，
馴
化
ケ
ー
ジ
，
放
鳥
拠
点
等
の
天
井
が
開
放
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ジ
を
い
う

*
5  
簡
易
検
査
陽
性
の
場
合
は
，
そ
の
時
点
で
必
要
な
消
毒
を
行
う

松本令以ほか：コウノトリの高病原性鳥インフルエンザ対策

45



の水）から当該シーズン最初となるHPAIウイルスが検

出されたため，2016年11月18日から対策段階 1 に引き上

げ，表 5 に示す対策を実施した．次に，秋田県秋田市に

おいてコクチョウから，鳥取県鳥取市において環境試料

であるコガモの糞からそれぞれHPAIウイルスが検出さ

れ，発生箇所が国内複数箇所となったため，11月21日か

ら対策段階 2 に引き上げ，表 5 に示す対策を実施した．

また，対策段階 3 の対策のうち，園内の池・湿地の水抜

き（12月 2 日から実施），入園口での一般来園者の靴底

消毒及び入園口での職員等の車両の車輪消毒（12月 6 日

から実施）を前倒しで実施した．さらに，京都市におい

て死亡した飼育下コブハクチョウからHPAIウイルスが

検出され，コウノトリの郷公園から半径100km圏内にあ

る市町村での飼育鳥での発生となったため，12月27日か

ら対策段階 3 に引き上げ，表 5 に示す対策を実施した．

　その後，コウノトリの郷公園から半径100km圏内にあ

る市町村において，環境省が設定した野鳥監視重点区域

が2017年 3 月10日 0 時をもってすべて解除されたことか

ら， 3 月10日から対策段階 2 に引き下げた．ただし，国

内での発生状況に鑑み，対策段階 3 の対策のうち，一般

来園者の入園口での靴底消毒，入園口での職員等の車両

の車輪消毒，園内の池・湿地の水抜き，飼育ケージへの

天井シート設置については実施を継続した．さらに，宮

城県の農場及び千葉県の農場において農林水産省が設定

した家禽の移動制限区域が 4 月18日 0 時をもって解除さ

れ，HPAIの発生箇所が国内複数箇所ではなくなったこ

とから， 4 月19日から対策段階 1 に引き下げた．これに

伴い，対策段階 3 の対策のうち対策段階 2 に引き下げ後

も継続していたものについては終了とした．続いて，岩

手県において環境省が設定した野鳥監視重点区域が 4 月

23日 0 時をもって解除され，HPAIの発生箇所が国内で

はなくなったため，通常段階に引き下げた．

まとめ

　国内の家禽（鶏，あひる，うずら，きじ，だちょう，

ほろほろ鳥及び七面鳥）では1925年以降，HPAIの発生

は認められなかったが，2004年に山口県，大分県，京

都府においてH 5 N 1 亜型によるHPAIが発生し，以降，

2005年，2007年，2009年，2010年，2014年に発生が認

められている（表 1 ）．また，国内の野鳥では，2006年

（H 5 N 1 亜型：熊本県），2010年（H 5 N 1 亜型：16道

府県）及び2014年（H 5 N 8 亜型： 5 県）にHPAIウイ

ルスが検出されている（表 2 ）．さらに，家禽以外の飼

育鳥（表 3 ）では，2010年に高岡古城公園動物園（富

山県高岡市）の園内のお堀で飼育されていたコブハク

チョウから，HPAIウイルス（H 5 亜型）が検出され，

本種も含め飼育鳥10羽が殺処分された（水木 2010，吉

川 2012）．同年，宇部市常盤公園（現・ときわ動物園）

（山口県宇部市）内の湖で飼育されていたコクチョウ

（C. atratus）及び池に飛来していた野生のキンクロハ

ジロからH 5 N 1 亜型が検出され，湖で飼育されていた

鳥類すべて（ハクチョウ類，カモ類， ペリカン類，計

399羽）が殺処分された（吉川 2012）． 2011年には，状

ケ池公園（兵庫県加東市）で飼育されていたコブハク

チョウからH 5 N 1 亜型が検出されている（吉川 2012）．

　国内で飼育されている家禽の高病原性鳥インフルエン

ザに対する防疫対策は，家畜伝染病予防法に基づいて実

施されている．新型インフルエンザへの変異による人間

での蔓延を未然に防ぐ必要性に加え，ひとたび発生する

と養鶏産業に及ぼす影響が甚大となり，国民への鶏肉及

び鶏卵の安定供給が脅かされ，国際的にもHPAI清浄国

実施日 対策段階 発生状況分類 要因

2016年11月18日 1 国内で検出 鹿児島県出水市における環境試料（ツル類のねぐらの水）からのHPAI

ウイルス検出．

2016年11月21日 2 国内複数箇所で発生 秋田県秋田市における飼育鳥および鳥取県鳥取市における環境試料
（野鳥の糞）からのHPAIウイルス検出．

2016年12月27日 3 半径100km内の市町村で発生 12月23日に京都市における死亡した飼養鳥からのHPAIウイルス検出．

2017年 3 月10日 2 国内複数箇所で発生 コウノトリの郷公園から半径100km圏内にある市町村における野鳥監
視重点区域の解除．

2017年 4 月19日 1 国内で発生  4 月18日の家禽の移動制限区域の解除に伴う，HPAI複数発生状態の解
消．

2017年 4 月23日 0 国内で発生なし 野鳥監視重点区域の解除に伴う，HPAI発生箇所の消滅．

表 6 ．コウノトリの郷公園が実施した2016－2017年のHPAIへの対応．

野生復帰（2018）6: 39－52

46



としての信用を失うことから，発生農場で飼育されてい

る家禽の殺処分，施設内の消毒，移動制限区域内の家禽

等の移動禁止などの対策が取られている．

　一方，野鳥のHPAIへの対応は，「野鳥における高病原

性鳥インフルエンザに係る対応技術マニュアル（以下，

環境省野鳥マニュアル）」（環境省自然環境局 2017a）に

基づき，糞便のモニタリング検査や死亡野鳥調査等が

実施されている．これに対して，家禽以外の飼育鳥の

HPAIへの対応については，「動物園等における飼養鳥に

関する高病原性鳥インフルエンザへの対応指針」（環境

省自然環境局 2017b）に基づいて実施することとされて

いる．この対応指針では，防疫，監視，発生時の対応等

を示したマニュアルを施設ごとに作成し，実施体制を整

備しておくこととされているため，これに基づき，コウ

ノトリの郷公園における対策マニュアルを整備した．

　コウノトリの郷公園では，1971年に国内の野外では絶

滅したコウノトリの飼育下繁殖および野生復帰に取り

組み，2005年から野外への再導入を行ってきた（江崎 

2012，大迫 2012）．国内のコウノトリの再導入個体群は

徐々に増加し，2017年末までに57羽が放鳥され，野外で

145羽が巣立ってきた（巣立ち前に救護され，人工育雛

後に野外に解放された 9 羽を含む）．これらのうち，救

護収容，死亡または行方不明となった個体をのぞき，

2017年12月31日時点で，コウノトリ再導入個体群の個

体数は124羽となっている．飛来が確認された市町村も

徐々に増え，47都道府県402市町村に及んでいる．しか

し，国内の再導入個体群の繁殖ペア数は限られており，

繁殖地の分布も局地的である，感染症の蔓延等により多

数の個体が死亡した場合には再導入個体群の個体数減少

を招き，国内の野外で再び絶滅に至る危険性は否定でき

ない．一方，コウノトリの郷公園では，飼育個体群とし

て101羽のコウノトリを飼育している（2017年12月31日

現在）．飼育個体群の遺伝的多様性をなるべく維持する

ように国内動物園等と協力しながら計画的に繁殖を進め

ているほか，再導入個体群の遺伝的多様性の向上に寄与

するような個体を飼育個体群の中から選び，再導入個体

群にあらたな血統を補充するための放鳥を行っている．

また，再導入個体群の個体数が何らかの原因により著し

く減少し，あらためて大規模な再導入を実施する場合に

は，供給源として飼育個体群が必要不可欠である．この

ような重要性のある飼育個体群でHPAIが発生して蔓延

し，繁殖計画や野外への放鳥計画に支障をきたすことが

ないよう，飼育個体群における発生を未然に防ぐための

防疫対策は極めて重要である．

　コウノトリ目鳥類におけるHPAIウイルスの検出例

としては，ドイツで野生シュバシコウ（C. ciconia）

からH 5 N 1 亜型ウイルス（Müller et al. 2009），ドイツ

のロストック動物園で飼育されていた数羽の死亡シュ

バシコウからのH 5 N 8 亜型ウイルスの感染（Globig et 

al. 2017），タイで野生シロスキハシコウ（Anastomus 

oscitans）からのHPAIウイルス（Siengsanan et al. 

2009，Keawcharoen et al. 2011），インドのニューデ

リー国立動物園及びガンジー動物園でインドトキコウ

（Mycteria leucocephala）からH 5 N 8 亜型ウイルス

（Nagarajan et al. 2017）等の報告がある．そのほか，

学術的な報告は見あたらないが，ロシアのヴォロネジ

動物園で飼育されていたシュバシコウがH 5 N 8 亜型の

HPAIウイルスにより死亡及び殺処分され，ネパールの

動物園で死亡したシロスキハシコウからHPAIウイルス

が検出された等の報道記録がある．2016－2017年シーズ

ンには，韓国のソウル動物園で飼育されていたコウノト

リ 2 羽でH 5 N 6 亜型のHPAIが発生したとの報道もあっ

た．また中国では，コウノトリからH11N 9 亜型ウイル

スが検出されている（Lanlan et al. 2010）．これらのこ

とから，国内の飼育下コウノトリでHPAIが発生する可

能性も否定できず，それを未然に防ぐための対策は極め

て重要である．対策マニュアルの整備にあたっては，関

係機関との連携が重要となるため，連絡網を整備すると

ともに，これらの関係機関と協議しながら対策を実施す

る体制を構築した．国内での発生状況やコウノトリの郷

公園からの発生場所までの距離などに応じて， 7 段階の

対策段階を設定した．半径30km，半径100kmで区切っ

て対策段階を設定したが，この設定については，野鳥の

移動距離に基づくものではなく，あくまで便宜的なもの

に過ぎないため，今後対策マニュアルを見直す場合の検

討課題とした．簡易検査の実施については，陽性反応が

出る可能性も踏まえ，簡易検査の実施基準を明確化し，

実施する際の手順，及び陽性反応を示した場合の隔離や

消毒の手順を作業手順書に詳細に定めた．また，陽性個

体の隔離，確定個体の治療，消毒などの作業について

も，園内でのウイルスの蔓延を防ぐため，対策マニュア

ルの付属資料として作業手順書を作成した．コウノトリ

は国内希少野生動植物種及び特別天然記念物に指定され

ている希少種及び文化財であるため，発生した場合にす

べての飼育個体を殺処分することは，国内のコウノトリ

再導入個体群の存続に対して影響が極めて大きい．そこ

で当園の対策マニュアルでは，万が一発生した場合には

検疫棟に隔離して治療を行い，やむを得ない場合にのみ
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殺処分を検討することとした．

　再導入個体群におけるコウノトリの死亡要因について

統計的に分析を行うため，野外でコウノトリが死亡して

いた場合には，病理解剖を実施する必要がある．この

際，飼育個体群へのHPAIの感染を防ぐため，死亡個体

の簡易検査を実施するとともに，必要に応じて遺伝子検

査や確定検査を実施する必要がある．しかし，環境省野

鳥マニュアルの死亡野鳥検査では，コウノトリは「検査

優先種」ではなく「そのほかの種」に分類されており，

同一場所で 5 羽以上が死亡していた場合に検査が実施さ

れることとされている．国内で絶滅後に再構築されつ

つある再導入個体群はようやく100羽を超えた段階であ

り，同一地域で 5 羽以上が死亡するような事例が発生す

ることは考えにくく，検査が実施されないことで，野外

のコウノトリにおけるHPAIの発生が見過ごされる恐れ

がある．また，検査が実施されないまま，死体が焼却さ

れる事例も発生している．

　環境省野鳥マニュアルでは，「希少種に対する検査の

実施については地方環境事務所と協議すること」とされ

ている．兵庫県内のみならず野外でコウノトリが死亡し

た場合には，コウノトリにおけるHPAIの発生の有無を

調査し，飼育個体群での防疫対策に活かすため，死亡個

体数が 1 羽の場合であっても，地方環境事務所と協議の

うえ，HPAIの検査が実施されるべきである．
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（コウノトリ共生課），養父市（環境推進課），朝来市

（農林振興課），朝来家畜保健衛生所，但馬県民局豊岡

農林水産振興事務所，兵庫県動物愛護センター但馬支

所，環境省近畿地方環境事務所，国立大学法人鳥取大学

に感謝申し上げます．

　また，対策の実施にあたり適切なご助言を頂いた鳥取

大学鳥由来人獣共通感染症疫学研究センターの山口剛士

先生及び笛吹達史先生に深謝いたします．

　なお，コウノトリの郷公園における高病原性鳥インフ
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て実施しました．本研究は，文部科学省科学研究費補助

金基盤研究 (C) 26430206の成果である．

摘　要
　環境省が定めた「動物園等における飼養鳥に関する高

病原性鳥インフルエンザへの対応指針」に基づき，兵庫

県立コウノトリの郷公園で飼育しているコウノトリに対

する高病原性鳥インフルエンザ防疫対策を実施するた

め，「飼育下コウノトリ高病原性鳥インフルエンザ対策

マニュアル」を定めた．対策マニュアルの策定にあたっ

ては，「飼育下コウノトリ高病原性鳥インフルエンザ対

策会議」を設置することにより，関係機関と連携して防

疫対策を実施する体制を確立した．

キーワード　高病原性鳥インフルエンザ，マニュアル，
コウノトリ，防疫，野生復帰
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付　録．

飼育下コウノトリ高病原性鳥インフルエンザ対策
マニュアル

 1 　目的

　兵庫県立コウノトリの郷公園，附属飼育施設コウノト

リ保護増殖センター，及び放鳥拠点の飼育コウノトリに

おける高病原性鳥インフルエンザの発生を未然に防ぐと

ともに，高病原性鳥インフルエンザが発生した際に迅速

に防疫対応を行うため，「動物園等における飼養鳥に関

する高病原性鳥インフルエンザへの対応指針（環境省

自然環境局総務課動物愛護管理室，平成29年11月 9 日改

訂）」に基づき，以下のとおりマニュアルを定める．

 2 　兵庫県立コウノトリの郷公園高病原性鳥インフルエ

ンザ対策会議

（1）別に定める「兵庫県立コウノトリの郷公園高病原

性鳥インフルエンザ対策会議設置要綱」に基づき，

「兵庫県立コウノトリの郷公園高病原性鳥インフル

エンザ対策会議（以下，対策会議という）」を設置す

る．

（2）対策会議では，「飼育下コウノトリ高病原性鳥イン

フルエンザ対策マニュアル」（以下，本マニュアル

という）の策定及び改訂等のより的確な発生予防対

策等を協議するとともに，その対策等を迅速に行う

ための情報交換を図る．

 3 　兵庫県立コウノトリの郷公園高病原性鳥インフルエ

ンザ対策本部

（1）本マニュアルに定める高病原性鳥インフルエンザ

の対策を円滑に実施するため，「兵庫県立コウノトリ

の郷公園高病原性鳥インフルエンザ対策本部」（以

下，対策本部という）を設置する．

（2）対策本部の本部長は兵庫県立コウノトリの郷公園

長，副本部長は同副園長が務める．

（3）対策本部には，総務班および対策班を設置し，以

下のとおり分掌する．

（4）対策本部は，簡易検査が陽性を示した場合，高病

原性鳥インフルエンザが発生した場合等に備え，別

表 1 のとおり緊急連絡体制を整備する．

 

 4 　高病原性鳥インフルエンザ等の定義

（1）本マニュアルにおいて，鳥インフルエンザ及び高

病原性鳥インフルエンザの定義は以下のとおりとす

る．

鳥インフルエンザ

・簡易検査で陽性反応を示してはいるが，病原性が未

確定の段階のもの

・遺伝子検査でA型鳥インフルエンザウイルスが検出

されてはいるが，病原性が未確定の段階のもの

・確定検査により，高病原性鳥インフルエンザではな

いと確定されたもの

高病原性鳥インフルエンザ

・確定検査により，高病原性鳥インフルエンザである

と確定されたもの（環境省により確定検査に準じる

検査によって確定とみなされたものも含む）

（2）また，鳥インフルエンザまたは高病原性鳥インフ

ルエンザに感染した可能性のある飼育コウノトリ
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を，以下のとおり定義する．

陽性個体

・簡易検査で陽性反応を示した個体

・遺伝子検査でA型鳥インフルエンザウイルスが検出

された個体

確定個体

・確定検査で高病原性鳥インフルエンザであることが

確定した個体（環境省により確定検査に準じる検査

によって確定とみなされた個体も含む）

関連個体

・陽性個体または確定個体と同居していた個体

・陽性個体または確定個体とネットまたはフェンスで

隣接する飼育室の個体

疑い死亡個体

・高病原性鳥インフルエンザの可能性が考えられる死

亡個体

 5 　対策段階の設定

（1）本マニュアルに基づき，国内での高病原性鳥イ

ンフルエンザの発生状況に応じて，別表 2 のとお

り 7 段階の対策段階を設定し，具体的な対策を実施

する．

（2）各対策段階の対策は，各対策段階ごとに定める細

則に基づいて実施する．各細則の中で，必要に応じ

て作業手順書を定める．

 6 　対策段階の引き上げ

（1）対策段階の引き上げは，国内及び近隣での高病原

性鳥インフルエンザの発生状況に基づき，対策本部

長の発令により実施するものとする．

（2）対策段階引き上げの発令は，対策会議構成機関等

と調整の上，必要な準備を整え，発令日時を明確に

して実施する．

 7 　対策段階の引き下げ

（1）国内で発生した高病原性鳥インフルエンザについ

ては，以下の基準に基づき，その区域での発生は終

息したものとする．

家禽：農林水産省が設定した移動制限区域が解除された

場合（※ 1 ）

環境試料（野鳥の糞便，水等），野鳥，及び飼養鳥：環

境省が設定した野鳥監視重点区域が解除された場合

（※ 2 ）

・家禽とは，家畜伝染病予防法で定める「鶏，あひ

る，うずら，きじ，だちょう，ほろほろ鳥，七面

鳥」をいう．　

・飼養鳥とは，動物園等で飼育されている鳥類のう

ち，家禽以外のものをいう．

※ 1 ：防疫処置の終了日を 0 日目とし，21日目の24時を

もって農林水産省が解除する．

※ 2 ：確定個体の回収日を 0 日目とし，30日目の24時を

もって環境省が解除する．

（2）対策段階の引き下げは，国内及び近隣での高病原

性鳥インフルエンザの発生状況および終息状況に基

づき，対策本部長の発令により実施するものとす

る．

（3）対策段階引き下げの発令は，対策会議構成機関等

と調整の上，必要な準備を整え，発令日時を明確に

して実施する．

 8 　高病原性鳥インフルエンザの検査

（1）高病原性鳥インフルエンザに関する検査は，以下

のとおり簡易検査，遺伝子検査，確定検査の 3 段階

がある．これらの検査は，別表 3 の流れで実施する

ものとする．

簡易検査

A型インフルエンザ検査キットを用いた検査．飼育コ

ウノトリの簡易検査は，兵庫県立コウノトリの郷公園

が実施する

遺伝子検査

Ａ型鳥インフルエンザの遺伝子を検出する検査．飼育

コウノトリの遺伝子検査は，動物愛護センター但馬支

所を通じて環境省動物愛護管理室と調整し，決定され

た検査機関で実施する

確定検査

高病原性鳥インフルエンザであることを確定させる検

査．飼育コウノトリの確定検査は，動物愛護センター

但馬支所を通じて環境省動物愛護管理室と相談し，指

定された検査機関で実施する

（2）簡易検査は，以下の場合に実施する．

①高病原性鳥インフルエンザを疑う異常を示した飼育

コウノトリ

②高病原性鳥インフルエンザが疑われる死亡コウノト

リ

③対策段階 3 以上が発令され，オープンケージから収

容する飼育コウノトリ

④対策段階 5 が発令され，当該野鳥等と接触が疑われ

る飼育コウノトリ
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⑤関連個体

⑥対策段階 6 が発令された場合の，同一飼育ケージ棟

内の飼育コウノトリ

⑦傷病により保護収容または死体収容する野外コウノ

トリ（対策段階 1 以上の場合）

⑧陽性個体または確定個体を検疫棟に隔離して治療

し，治療効果を判断する場合

⑨その他必要と判断される場合

（3）簡易検査は，陽性反応を示す可能性を考慮し，消

毒及び陽性個体の隔離の準備を整えた上で実施す

る．実施方法は作業手順書（簡易検査の実施）に定

める．

（4）簡易検査で陽性反応を示した場合は，陽性個体及

び関連個体を検疫棟に隔離し，防疫対策及び治療を

実施する．実施方法はコウノトリ隔離・治療手順書

に定める．

（5）簡易検査で陽性反応を示した場合は，関係各機関

に報告するとともに，動物愛護センター但馬支所を

通じて環境省に確定検査の手配を行う．

（6）簡易検査で陰性反応を示した場合でも，高病原性

鳥インフルエンザの可能性を疑う場合は，関係各機

関に報告するとともに，動物愛護センター但馬支所

を通じて環境省に遺伝子検査の手配を行う．

 9 　飼育コウノトリが高病原性鳥インフルエンザを疑う

異常を示した場合の対応

（1）園内で飼育コウノトリが異常を示した場合は，手

を触れず，速やかに獣医師職員に連絡する．

（2）獣医師職員は，当該個体を確認し，高病原性鳥イ

ンフルエンザが疑われる場合は，簡易検査を実施す

る．実施方法は作業手順書（簡易検査の実施）に定

める．

（3）簡易検査の結果にかかわらず，当該個体及び関連

個体を検疫棟に隔離し，防疫対策及び治療を実施す

る．実施方法はコウノトリ隔離・治療手順書に定め

る．

（4）簡易検査の結果を関係各機関に報告するととも

に，動物愛護センター但馬支所を通じて環境省に遺

伝子検査または確定検査の手配を行う．

10　飼育コウノトリが死亡した場合の対応

（1）園内で飼育コウノトリが死亡していた場合は，手

を触れず，速やかに獣医師職員に連絡する．

（2）獣医師職員は，死亡現場を確認する．高病原性鳥

インフルエンザが疑われる場合は，簡易検査を実施

する．実施方法は作業手順書（簡易検査の実施）に

定める．

（3）簡易検査実施後，死体を回収し，死体周囲等の消

毒を実施する．実施方法は作業手順書（飼育コウノ

トリ死亡時の回収・消毒）に定める．

（4）高病原性鳥インフルエンザが疑われる場合は，兵

庫県立コウノトリの郷公園では病理解剖は実施せ

ず，遺伝子検査機関または確定検査機関に遺伝子検

査または確定検査，及び病理解剖を依頼し，死体を

送付する．

（5）明らかな激突死等，高病原性鳥インフルエンザの

可能性が考えられない場合は，通常どおり，兵庫県

立コウノトリの郷公園にて病理解剖を実施する．

11　高病原性鳥インフルエンザが確定した場合の対応

（1）確定検査で高病原性鳥インフルエンザと確定した

場合は，対策段階 6 の対策を実施する．

（2）コウノトリが特別天然記念物（文化財法による）

及び国内希少野生動植物種（種の保存法による）に

指定されていることから，「動物園等における飼養

鳥に関する高病原性鳥インフルエンザへの対応指針

（環境省自然環境局総務課動物愛護管理室，平成29

年11月 9 日改訂）」に基づき，確定個体の治療を試み

る．治療は，ウイルスの拡散防止及び治療者の健康

管理に十分に配慮しながら実施する．実施方法はコ

ウノトリ隔離・治療手順書に定める．

（3）治療効果が見られない場合，確定個体が多数にわ

たる場合等やむを得ない場合は，獣医師職員の助言

に基づき，朝来家畜保健衛生所，動物愛護センター

但馬支所及び社会教育課と協議の上，対策本部長の

判断により，知事の了解を得て殺処分とする．殺処

分は，動物の福祉に十分に配慮して実施する．実施

方法はコウノトリ隔離・治療手順書に定める．

（4）確定個体を飼育していたケージは消毒を実施す

る．実施方法はコウノトリ隔離・治療手順書に定め

る．

（5）関連個体については，あらためて検査を実施す

る．

12　園内の死亡野鳥・異常野鳥への対応

（1）園内で野鳥が死亡しているのを発見した者は，死

亡野鳥には手を触れず，速やかに獣医師職員に連絡

する．
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（2）獣医師職員は，死亡現場を確認し，死亡野鳥を密

閉容器に回収し，死亡地点の周囲を消毒する（獣医

師職員が不在の場合は，総務課職員が代行する）．具

体的な手順は，作業手順書（死亡野鳥回収）に定め

る．

（3）「死亡野鳥等発見時（通常時/発生時）の対応マ

ニュアル（兵庫県農政環境部・健康福祉部，平成29

年11月改訂版）」に基づき，以下に連絡し，対応を協

議する．

兵庫県立コウノトリの郷公園及び附属飼育施設コウノト

リ保護増殖センター内の場合

　　豊岡農林水産振興事務所 森林課　0796‐26‐3698

養父市及び朝来市の放鳥拠点の場合

　　朝来農林振興事務所 森林第 2 課　079‐672‐6881

（4）異常野鳥の場合は，農林（水産）振興事務所に連

絡し，対応を協議する．

13　傷病野外コウノトリの保護収容及び死亡野外コウノ

トリの回収

（1）野外のコウノトリについては，原則として傷病個

体の収容は行わないが，「野外コウノトリの扱いにつ

いての方針（2014年10月29日，兵庫県立コウノトリ

の郷公園）」に基づき収容する場合は，検疫棟に隔

離して収容する．対策段階 1 以上の場合は，防護服

を着用して捕獲し，収容前に簡易検査を実施する．

捕獲及び収容の作業手順は，作業手順書（傷病野外

コウノトリの保護収容及び死亡野外コウノトリの回

収）に定める．

（2）野外でコウノトリが死亡していた場合は，「死亡野

鳥等発見時（通常時/発生時）の対応マニュアル（兵

庫県農政環境部・健康福祉部，平成29年11月改訂

版）」に基づき，以下に連絡して対応を協議する．

豊岡市内，香美町内，新温泉町内の場合

豊岡農林水産振興事務所 森林課　0796‐26‐3698

養父市内，朝来市内の場合

朝来農林振興事務所 森林第 2 課　079‐672‐6881

（3）傷病コウノトリの保護収容または死亡コウノトリ

の回収について報道発表をする際には，簡易検査の

結果も報道発表資料に明記する（対策段階 1 以上の

場合）．

14　危険分散

（1）飼育コウノトリでの高病原性鳥インフルエンザの

蔓延による飼育下個体群への影響を低減させるた

め，兵庫県立コウノトリの郷公園及び附属飼育施設

コウノトリ保護増殖センター間において，遺伝的多

様性に配慮した飼育個体の分散を図っておくものと

する．

15　物品の備蓄

（1）高病原性鳥インフルエンザの防疫に必要な物品

を，別表 4 のとおり，備蓄しておく．

（2）毎年， 9 月頃をめどに，備蓄物品の在庫確認を行

う．

16　職員の研修

（1）年 1 回，職員向けの定期研修を行う（兵庫県立コ

ウノトリの郷公園の敷地内にある兵庫県立大学大学

院地域資源マネジメント研究科教職員及び学生，豊

岡市コウノトリ文化館職員を含む）．

（2）対策段階の引き上げ時など，必要に応じて職員向

け説明会等により本マニュアルに基づく対策の周知

を図る．

17　広報

（1）対策段階の引き上げまたは引き下げ等の際には，

報道発表を行うとともに，ホームページ，園内掲

示，SNS等により情報の周知を図る．

（2）以下の場合の報道発表は，豊岡市と同時に行う．

・対策段階 4 以上への引き上げ発令に伴い，閉園とな

る場合

・対策段階 3 以下への引き下げ発令に伴い，開園とな

る場合

（3）以下の場合の報道発表は，環境省と同時に行う．

・簡易検査で陽性が確認された場合

・遺伝子検査または確定検査の結果が判明した場合
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